
経常収支比率 90.6％ 低いほど財源に余裕があります

実 質 公 債 費
比 率

18.2％
18％を超えると、地方債の発行に県の許可が
必要になります。25％を超えると借入に制限
を受けます

財 政 力 指 数 0.460 １に近いほど財源に余裕があります

建物 
676,394㎡ 

土地　土地　40,529,62040,529,620㎡ 土地　40,529,620㎡ 
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●決算についてのおたずねは
　財政課（ＴＥＬ ２１－６６０８）

企 業 会 計

特 別 会 計

財 政 指 標

公 有 財 産
（平成18年3月末現在）

水道事業会計

収益的収支
収入　 27億381万円

支出　19億7,315万円

資本的収支
収入　16億8,964万円

支出　33億8,916万円

病院事業会計

収益的収支
収入　26億5,328万円

支出　28億5,372万円

資本的収支
収入　 2億9,421万円

支出　 3億8,558万円

※収益的収支は、1年間の営業収支
※資本的収支は、設備投資などに伴う収支。収入不足額は、損益勘定内部留保資金等
（積立金など）で補てんします

一般会計・特別会計
監査委員の審査意見書から 一 般 会 計

０ ５０ １００ １５０ （億円） 

歳入  695億7,934万円 

歳出  674億6,740万円 

民 生 費  
土 木 費  
公 債 費  
総 務 費  
教 育 費  
衛 生 費  
農林水産業費 
商 工 費  
消 防 費  
諸 支 出 金 
議 会 費  
労 働 費  
災害復旧費  

１３６億６５２５万円  ２０.３％ 
１１０億８７６１万円  １６.４％ 

９２億５５７８万円  １３.７％ 

４３億１７９８万円  ６.４％ 
３８億１３７８万円  ５.７％ 

１９億２１５８万円  ２.９％ 
１９億８５８万円  ２.８％ 

６億円  ０.９％ 
３億７７８７万円  ０.６％ 
２億８５８７万円  ０.４％ 
２億７５１万円  ０.３％ 

１０９億５９０６万円  １６.２％ 

９０億６６５３万円  １３.４％ 

性質別 

目的別 

　普通建設事業費 
１５３億７,４８９万円 
２２.８％ 

人件費 
１１１億８,２４１万円 

１６.６％ 

物件費 
９４億２,９６１万円 
１４.０％ 

扶助費 
７５億７,１６９万円 

１１.２％ 

投資及び出資金・貸付金 
１２億４,９４０万円 
１.８％ 

積立金 
６億５,０８８万円 
１.０％ 
 

補助費等 
３０億７,６６０万円 
４.６％ 

維持補修費 
５億８,７０９万円 

０.９％ 

繰出金 
７１億７,９５２万円 
１０.６％ 

公債費 
１０９億５,９０６万円 

１６.２％ 

義務的
経
費
４４
．０
％

そ
の

他
32.9％

投
資的

経費
２３.１％

その他 
３億１,２２１万円 

０.４％ 

県支出金 
３３億１,５２８万円 
４.８％ 

市債 
１０７億４,７１５万円 

１５.４％ 

地方交付税 
１９７億２５８万円 
２８.４％ 

市税 
１５２億５,５８２万円 

２１.９％ 

国庫支出金 
６３億２,７９０万円 
９.１％ 

使用料・手数料 
１５億６,５５４万円 

２.３％ 
 

諸収入 
２６億６０２万円 

３.７％ 

繰越金 
３５億５,４８１万円 

５.１％ 

分担金・負担金 
１４億３,７９９万円 

２.１％ 

繰入金 
１１億８,０２３万円 

１.７％ 

地方譲与税など 
３５億７,３８１万円 
５.１％ 

災害復旧事業費 
２億６２５万円 

０.３％ 

自主財

源
３７
.２
％

依
存
財
源
６２．８％

  平成17年度の決算状況の概要
　一般会計と特別会計を合わせた決算
総額は、歳入が１，１７５億８，０００万円、
歳出が１，１４７億６，０００万円、収支差引
額２８億２，０００万円で、これから翌年度
へ繰り越すべき財源５億７，０００万円を
差し引いた実質収支額は２２億５，０００万
円の黒字という結果となっています。

  前年度との比較
　前年度中途において合併があった関
係で、年度同士の比較が困難なため、
普通会計（地方財政統計上統一的に用
いられる会計区分により全国共通のル
ールで作成する会計）同士で比較する
ことにしました。平成１７年度は歳入総
額６９７億７，５００万円、歳出総額６７６億
５，０００万円、収支差引額２１億２，５００万
円で、これから翌年度へ繰り越すべき
財源７億７，２００万円を差し引いた実質収
支額は１３億５，３００万円の黒字となります。
　前年度と比較すると、歳入では６１億
８，４００万円、率にして８．１％の減、歳出
については４７億４，２００万円、率にして
６．６％の減、実質収支については１５億
３００万円、率にして５２．６％の減となり
ました。

  財政状況
　財政指標（右表）を見る限り、健全
財政とは言い難い状態であり、また地
方債残高も普通会計ベースで１７年度末
が１，２７４億５，４００万円となっており、
前年度よりも１６億５，９００万円、率にして
１．３％増えているといった状況です。

  今後の出雲市の財政について
　２市４町による合併の目的は、主に
統合により自治体財政力を強化するこ
とにあります。そのため、人件費の削減、
補助金の見直しのほか、高利で借り入
れている起債の繰上償還や起債自体の
借り控えによる地方債残高の削減など
具体的な行財政改革を早急に、また強
力に推し進めていく必要があります。

会　　計　　名 歳　　入 歳　　出 差　　引

国 民 健 康 保 険 事 業 １２０億９,８６２万円 １１６億２,５７９万円 ４億７,２８３万円

国民健康保険乙立里家診療所事業 ３,２９２万円 ３,２９２万円 ０円

国民健康保険橋波診療所事業 １,３８１万円 ９８３万円 ３９８万円

老 人 保 健 医 療 事 業 １４６億２,９７１万円 １４８億２,７９３万円 △ １億９,８２２万円

介 護 保 険 事 業 ９９億７,１４１万円 ９６億４,０２８万円 ３億３,１１３万円

休 日 診 療 所 事 業 ２,８７３万円 １,９６９万円 ９０４万円

簡 易 水 道 事 業 １０億８,５３４万円 １０億７,８９３万円 ６４１万円

下 水 道 事 業 ７２億７,３４３万円 ７２億２,１８５万円 ５,１５８万円

農業・漁業集落排水事業 １６億４,８４２万円 １６億４,６４４万円 １９８万円

浄 化 槽 設 置 事 業 ２億９,９４６万円 ２億９,９４６万円 ０円

風 力 発 電 事 業 ４,０６８万円 ２,５９８万円 １,４７０万円

ご 縁 ネ ッ ト 事 業 １億７,３８０万円 １億６,９６６万円 ４１４万円

北部第二土地区画整理事業 ７,９９５万円 ７,９９５万円 ０円

中ノ島土地区画整理事業 ３億２,８１２万円 ３億２,８１２万円 ０円

企 業 用 地 造 成 事 業 １億３８７万円 １億３８７万円 ０円

駐 車 場 事 業 １億２,５４７万円 １億２,５４７万円 ０円

サイクリング・ターミナル事業 ２,９６０万円 ２,６１１万円 ３４９万円

住宅新築資金等貸付事業 １,０９５万円 １,０９５万円 ０円

高野令一育英奨学事業 ２８８万円 ２８８万円 ０円

廃 棄 物 発 電 事 業 １,９５１万円 １,５２８万円 ４２３万円

合　　　　計 ４７９億９,６６８万円 ４７２億９,１３９万円 ７億５２９万円

4広報いずも２００６１０．１２5 広報いずも２００６．１０．１２




